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図 2  1日分の負荷の遷移 
 図 2 から 9:00，13:00，19:00 近辺に特異点が

あることがわかる。よって，特異点の前後 30 分

をピーク負荷時、それ以外を通常負荷時と定義

した。ピーク負荷時は対象区間内の最大値，通

常負荷時は対象区間内の平均値を代表値として

求めることとした。そして、それぞれの代表値

の中で最も高い値をピーク負荷時、通常負荷時

の負荷基準値として算定した。結果，ピーク時

の負荷値は 8:30-9:30 の 2.43，通常負荷時の負

荷値は 9:30-12:30 の 0.28 となった。 

なお、月～金曜日の 9:30-12:30 のデータを元

にした有意水準 5%の一元配置分散分析により月

～金曜日の 9:30-12:30 の負荷平均値は曜日によ

らないことを検定済みである。 

 

3.2 負荷ツールの作成 
 以下の処理を繰り返し実行し，擬似的な負荷

をかけるツールを作成した。 

 Excel，Wordのファイル読みこみ，上書保存 
 PowerPoint，PDF ファイルの読み込み，ス
クロール 

 Internet Explorerによるインターネット閲覧 
そして、このツールを従来の CB システムで実

行したときに，前節で求めた負荷基準値と同じ

程度の負荷となるように調整を行なった。 

 

3.3 操作感の検証 
通常負荷時の検証結果を表 3 に示す。表 1 に

示した評価項目に関して、従来の CB システムで

の評価結果に対する仮想 PC システムの評価結果

の割合を示している。100%より小さければ CB シ

ステムよりも速く，100%よりも大きければ CB シ

ステムより遅いことを意味する。表 3 より以下

のことが確認できた。 

 40～60 人の範囲内であれば，処理時間はユー
ザ数に影響を受けない。 

 CB システムと比較し，約 50%の処理時間が
短縮されている。 

表 2 評価結果(通常時) 
負荷値選定対象 50 人 55 人 60 人

ログオン時間 61% 61% 66% 

アプリ起動時間 42% 43% 43% 

操作レスポンス時間 54% 54% 54% 

ブラウザ表示時間 53% 42% 46% 

 

ピーク負荷時の性能評価の結果を表 4 に示す。

ログオン、操作レスポンス、ブラウザ表示時間

はそれぞれ約 60％、約 100％、約 150％に、アプ

リ起動時間は、50 人、55 人、60 人の時それぞれ

133％、211％、275％となった。ログオン以外の

処理に関しては、全て 100％以上の処理時間を要

したが、ピーク時は始業時刻の約 10 分間という

限られた時間のみであるため、許容範囲内であ

ると考える。 

表 3   評価結果(ピーク時) 
負荷値選定対象 50 人 55 人 60 人

ログオン時間 63% 63% 66% 

アプリ起動時間 133% 211% 275%

操作レスポンス時間 100% 102% 102%

ブラウザ表示時間 162% 167% 146%

 

4. まとめと今後の課題 
仮想 PC システムの性能評価を行った。評価結

果より従来システム(CB システム)と比較し性能

値が改善することを示せた。 

今後の課題は、本番環境で同様のテストを実

施し、操作感の再評価を行う必要がある。また、

各機器の性能値を収集/解析するなどし、仮想 PC

システム安定稼働のための施策を検討する必要

がある。 
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